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論文内容の要旨

【目的】

生体腎移植ドナーの腎動脈を術前評価する方法として， CT アンギオグラブイー(以下 CTA) と MR アンジオグラ

フィー(以下 MRA) のどちらが優れているかを比較検討する。

{方法ならびに成績】

18人の生体腎移植ドナー(平均年齢は5U歳)にたいし，ヘリカル CTA と 3 次元位相コントラスト法 MRA(以下 3D

FT-PC MRA) とデジタルサプストラクションアンギオグラブイー(以下 DSA) すべてが施行された。このうち 10

人に対し，腎摘出術が施行された。 DSA ではすべての症例で大動脈造影と選択的腎動脈造影が行われた。 CT 装置は

ヘリカル CT スキャナー (General Electric (GE) 社製: GE HiSpeec1 Ac1vantage) を用いた。 90 ml の造影剤を秒 3

ml の速度で注入しながら，腎臓を含むようにヘリカルスキャンを行い，得られた画像50枚を 3 次元グラブイツクワー

クステーションを用いて24方向からの Maximum Intensity Projection 画像(以下 MIP 像)と，サーブエースレンダ

リング画像を作成した。 MR 装置はl. 5テスラ超伝導 MR スキャナー (GE 社製; Signa Ac1vantage) を用し~， 3D-FT 

-PC MRA で腎動脈を含むように横断 MR 画像を56枚ないし60枚撮像した。これらの画像を MR スキャナーに付属の

画像処理ソフトを使い， 24方向からの MIP 像を作成した。

こうして作成された CTA と MRA それぞれの横断元画像(横断 CTA，横断 MRA) と，画像処理による 3 次元画

像 (3D CT A , MIP MRA) を， 3 人の放射線科医が腎動脈及・び、起始部より 2cm 以内の prehilar branch の，数と位

置に関して評価した。これらの結果を DSA の結果を gol c1en stanc1arc1として，比較検討した。腎摘出術を受けた 10例

の手術所見もこれらの結果と比較した。

CTA と MRA にて， accessory renal artery と prehilar branch の検出能力と偽陽性の数を求めた。また，各読影

者間の所見の一致率を評価するために，カッパー検定を行った。

【結果}

DSA では 18人のドナーにおいて， J6本の main renal artery , 9 本の accessory renal artery , 1 ()本の prehilarbranch 
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が同定された。 10例で行われた手術の所見は DSA と一致した。横断 CTA, 3D CT A, MIP MRA の読影者間の一致

率は良好であったが，横断 MRA の一致率はやや不良であった。 36本の main renal artery は CTA， MRA でともに

すべて描出された。 9 本の accessory renal artery 検出に関しては，横断 CTA， 3D CTA，横断 MRA， MIP MRA 

の，それぞれの感度は89 ， 78 , 70 , 67~ と，横断 CTA が最も優れていた。 10本の prehilar branch 検出に関しては，

横断 CTA， 3D CTA，横断 MRA， MIP MRA の，それぞれの感度は90 ， 73 , 60 , 80~ と，同様に横断 CTA が最も

優れていた。

個々の症例を検討すると， CTA は MRA よりも細い血管の描出に優れ，また横断元画像は 3 次元画像よりも他の血

管に重なった細い血管を描出できる点で優れていた。

【総括}

従来， MRA, CTA の腎動脈の描出能を検討した報告は数多くみられるが，同一群で CTA と MRA の腎動脈描出能

を直接比較検討した報告はみられない。我々の検討では，ヘリカル CTA は 3D-FT -PC MRA と比較して accessory

renal artery, prehilar branch の描出に関して優れていた。この理由としては，ヘリカル CTA のほうが撮像範囲が大

きく，空間分解能も優れていること，アーチファクトが少ないこと，血管以外の構造物が描出できることなどが理由

として考えられた。また従来の報告では 3DCTA のほうが横断 CTA よりも prehilar branch の描出に優れているとさ

れていたが，今回の検討で，詳細な読影を行えば横断 CTA のほうが prehilar branch の描出に優れることが示唆され

。た

ヘリカル CTA は高い診断能を持ち，検査時間も短く， 3D-FT-PC MRA より腎動脈を評価するのにより優れた方

法と考えられる。

論文審査の結果の要旨

本論文の目的は，生体腎移植ドナーの腎動脈を術前評価する方法として， CT アンギオグラブイー(以下 CTA) と

MR アンジオグラフィー(以下 MRA) のどちらが優れているかを比較検討したものである。

方法は， 18人の生体腎移植ドナーに対し，ヘリカル CTA と 3 次元位相コントラスト法 MRA (以下 3D-FT-PC

MRA) と Digital Subtraction Angiography (以下 DSA) を施行し， DSA の結果を golden standard にして，ヘリ

カル CTA と 3D-FT-PC MRA それぞれにおける accessory renal artery と prehilar branch の描出能を比較検討し

た。これらの検討では CTA の横断元画像が最も描出能に優れていた。個々の症例を検討すると，ヘリカル CTA は 3D

-FT-PC MRA よりも細い血管の描出に優れ，また横断元画像は 3 次元画像よりも他の血管に重なった細い血管を描

出できる点で優れていた。

従来， MRA， CTA の腎動脈の描出能を検討した報告は数多くみられるが，同一群で CTA と MRA の腎動脈描出能

を直接比較検討した報告はみられない。この研究では，同一群において，ヘリカル CTA が 3D-FT←PC MRA よりも

accessory renal artery, prehilar branch の描出に関して優れていることを明らかにしており，学位に値するものと

考える。




